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高校を決めるための
ヒント



高校を決めるためのヒント

一、　夢を持ち

二、　己を知って

三、　よく調べ

四、　計画を立て

五、　自ら決める



高校を決めるためのヒント

１ 高校卒業後の進路について（夢を持つ）　

　①難関大学に進学する。 　　　　　
　②①以外の大学に進学する。

　③専門学校に進学する。

　④就職する。（正規・非正規）

　⑤大学付属校で７年間を見通した高校生活を送りたい。



高校を決めるためのヒント

２ 高校卒業後の進路について（己を知る）

　①自分の18才、22才、30才のイメージ。 　　　　　
　②自分の特性や性格。

　③自分の得意不得意。



高校を決めるためのヒント

３ 通学時間について　（己を知る・調べる）　

 　
　①３０分程度。　　　　　　　　　　 
　②１時間以内。

　③１時間半程度。

　④寮も可。



高校を決めるためのヒント

４ 学習制度やコースについて　（調べる）　

　①全日制か定時制か通信制か。　　　　　　　　　　 
　②学年制か単位制か。

　③普通科・専門学科・２つを合わせた総合学科か。

　④卒業後の進路が希望に合っているか。



高校を決めるためのヒント

５ 充実した学校生活が送れるか　（調べる）　
　①全国大会に出場している部活動がある。

　②海外研修やボランティア活動がある。

　③伝統的な学校行事がある。

　④費用や施設等の違いについて。

　⑤取れる資格等について。

　⑥卒業後の進路について。



高校を決めるためのヒント

６ 様々な違いについて　（調べる）　

 　

「上級学校訪問をする」



高校を決めるためのヒント

７ 条件をクリアする　（計画を立て、自ら決める）　

 　
　①志望理由、志望動機を明確にする。

　②合格するための学力をつける。

　③保護者の同意を得る。



高校を決めるためのヒント

「上級学校訪問をする」



高校を決めるためのヒント

９ そのために　
 　
　①国立・都立・県立・私立

　②高等専門学校

　③高等専修学校

　④サポート校（通信制高校卒業に向けて支援してくれる学校）

　⑤都立職業能力開発センター



入試制度について



入試制度について

１ 都立高校の入試の種類

推薦に基づく入試
　（推薦入試）

　　　※一般推薦、特別推薦は同時受検可

一 般 推 薦　

文化・スポーツ等特別推薦

学力検査に基づく入試
　（一般入試） 第二次募集*

第一次募集



入試制度について

２ 私立高校の入試の種類

　①推薦入試（単願）

　②一般入試

　③帰国生入試

 などがある。



都立高校の
推薦入試について



推薦入試について

１ 推薦入試の目的について

 　



推薦入試について

２ 本校の推薦基準について
 　
　①受験（受検）を希望する高校への志望理由が明確である。

　②行事・委員会・係活動・部活動に積極的に取り組んでいる。

　③身なりが整っていて、基本的な生活習慣が身についている。

　④３年間の欠席、遅刻、早退が少ない。（高校側の規定に従う）

　⑤授業態度が良く、意欲的に学習に取り組み、提出物を

　　　忘れずに提出できる。

　⑥１～５のことを進学した高校でも卒業まで継続できる。



推薦入試について

３ 推薦入試の合否判定について

総合成績

 ◆調 査 書 点
（総合成績の50％以下）
 ◆個人面接点

必
須

※『自己ＰＲカード』
　は個人面接の資料と
　して活用します。

選
択

 ◇小論文点又は作文点
 ◇実技検査点
 ◇学校設定検査点



自己ＰＲカード
面接を実施する学校の受検者は出願時に提出

①志望理由

②中学校生活の中で得たこと

③高校卒業後の進路

記述する内容

入試成績に点数化はされないが面接の重要資料

面接を実施しない学校は合格決定後に提出

各高校が提示する「本校の期待する生徒の姿」を参考に、内容を吟味して自分
の言葉で書く

ポイント

志望校に最も伝えたいことを記入する



推薦入試について
（都立・私立・国立を問わず）

推薦入試に合格したら、必ず入学！

他の高校を受験することはできません。

注 意！



都立高校の
一般入試について



一般入試について

１ 一般入試の合否について

面　接　点
小論文点又作文点

実技検査点等

総合得点 総合成績

※面接を実施する
　学校においては、
　『自己ＰＲカード』
　は面接の資料として
　活用します。

学力検査の
得点

調査書点

ESAT-J
（20点満点）



一般入試について

２　学力検査の得点と調査書点の比率
【全日制課程】

募集 学力検査の教科数
学力検査の得点と
調査書点の比率

第一次募集
５教科

(国・数・英・社・理) ７：３

第二次募集
３教科

(国・数・英) ６：４

※学校によっては、学力検査に加え、面接、小論文、作文、実技検査を実施す
る場合があります。



一般入試について

２　調査書点について（評定の点数化）

学力検査 評定を１倍 評定を２倍 評定の満点

５教科 国・数・英・社・理 音・美・保体・技家 ６５点

３教科 国・数・英
　社・理・音・美
　　保体・技家

７５点



一般入試について

２　調査書点の算出

国 数 英 社 理 音 美 保体 技家

５ ３ ５ ４ ３ ３ ４ ５ ３

例えば、次のような評定のＡさんが、学力検査が５教科、学力
検査の得点と調査書点の比率が７：３の学校を受検する場合

（５＋３＋５＋４＋３）×１＋（３＋４＋５＋３）×２＝５０点

５０点×３００点÷６５点＝２３０点　※小数点以下切り捨て



一般入試について

３　合格のめやす

足立高校志望のＡさんの場合
　調査書点…２３０点
　求められる総合得点 （合格率６０％）：６００点

（合格率８０％）：６３０点
　必要な入試得点 ：

６００－２３０＝３７０ ２６４点
６３０－２３０＝４００ ２８６点



全校でマークシート方式を採用（共
通問題）



国語



数学



英語



社会



理科



自校作成問題について

国語・数学・英語の3教科を独自の入試問題で実施

　　共通問題と比べて出題レベルが高い

　　記述による解答

　　設問の文章が長い

グループ  問題作成 学校名 

進学指導重点校   自校作成 
日比谷・戸山・青山・西・
八王子東・立川・国立

進学重視型単位制   自校作成  新宿・墨田川・国分寺  

※他に国際高校は英語のみ独自問題で実施



私立高校の
推薦入試について



推薦入試について

１ 推薦入試（単願）の受験資格について

 　
　①その高校を第一希望とし、合格後、他校に出願しない。

　②六月中学校の推薦基準を満たしている。

　③志望校の「推薦基準」を満たしている。

　④その高校の個別相談で出願を認めてもらっている。



私立推薦入試の流れ

10/27～ 三者面談

11/27～ 三者面談

12/15～ 中学校教員と高校間で入試相談

12月下旬 出願

1/22 入試



一般入試について

２　併願優遇での受験資格について

 　
　①その高校の個別相談で出願を認めてもらっている。

　②第一志望（都立or私立)が不合格だった場合、その高校に必ず
入学する。

　③高校側の「併願優遇の成績基準」を満たしている。



推薦入試について

３　単願推薦と併願優遇の成績基準の違いについて

単願推薦

► ５科１８

► 評定は９教科に１を含まないこと

► 合格後の辞退は認めない

併願優遇
► ５科２０

► 評定は９教科に２を含まないこと

► 併願校は都立・私立を問わない

足立学園高校（総合コース）の場合

共通事項

► ３年間の欠席は原則として２０日以内



私立高校の
一般入試について



一般入試について

１　私立一般入試について

 　
　①学力検査・調査書・面接などにより、各私立高校が自
由に行うもの。

　「国語・数学・英語・面接」が最も多いパターン



一般入試について

２　第一希望（志望）入試について

 　
　①第一希望（合格したら入学金等を払う）であることを

　　条件に入試得点に加点してくれる制度。

　

※単願推薦や併願優遇がない高校で実施（特に難関校）　



私立高校受験の
考え方について



私立高校受験の考え方

１　都立高校が第一志望の場合
 　
 ①　第二志望の私立高校に併願優遇制度がある場合 →　併願優遇

 ②　併願優遇の出願基準の成績に満たない場合 →　一般受験

 ③　第二志望の私立高校に併願優遇制度がない場合 →　一般受験

 ④　②③の場合は、他の私立高校も受験するか、私立併願可能な

　　高校の併願優遇を取る。（試験日が複数ある高校から探す）



私立高校受験の考え方

２　私立高校が第一志望の場合

 　
① 第一志望の高校に単願推薦制度があり、

　　 a 推薦の成績基準をクリアできている場合 →　単願推薦受験

　　 b 推薦の成績基準をクリアできない場合 　 →　一般受験　

②第一志望の高校に単願推薦制度がない場合

→　一般受験・第一志望受験

③ ①ｂ、②の場合は、他の私立高校も受験するか、私立併願可能な高校の

　　　　併願優遇を取る。



今後の予定とお願い



今後の予定とお願いについて

１　今後の予定 　

　①志望の高校の候補を本人と保護者で３つ決める （第一回面談までに）

　②受験（受検）予定の高校の説明会等に参加する （夏休み終了までに）

　③第一志望校の方針〔都立or私立、推薦or一般〕 （前期終了までに）

　④第一志望校の決定〔前期の成績を確認〕 （第二回面談までに）

　⑤志望校の最終決定と出願書類等の確認 （第三回面談までに）



４～５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月～

高校等の
イベント

　

　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

中学校の
スケ

ジュール

5/24
運動会

本日
進路説明会

①

6/17
6/18

定期考査

領域別テスト

7/7～
第一回

三者面談

　

9/4～
9/6

修学旅行

9/16～
9/18

定期考査

9/27
進路説明会

②

10/18
文化祭

10/27～
10/31
第二回
三者面談

11/11～
11/13

定期考査
領域別テスト

11/27～
12/3
第三回

三者面談

2/18
2/19

定期考査

　

48

９月～１０月下旬文
化祭

４月～１２月上旬
学校説明会

都立推薦入試
1月下旬

都立一般入試
2月中旬

私立
推薦入試

私立
一般入試

私立
二次入試

私立入試相談
12/15

卒業

（１０～１２月）
受験校決定

受験内申決定

今後の予定とお願い

ESAT-J
11/23



2　近年の動向について

　①推薦、一次・前期入試において全校インターネット出願。

　②スピーキングテスト（ESAT-J）の実施。

　③一般入試募集人員の２割を男女合同に。（R5年度）

　④全校で全定員を男女合同に。（R6年度）

今後の予定とお願いについて



今後の予定とお願い

3　皆様へのお願い

  ①学校見学、学校説明会への親子での参加

　※私立推薦入試を検討している場合は１１月中旬までに参加

  ②都立推薦入試を検討している場合は自己PRカードの作成


